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近畿の県鳥
小林桂助

日本の国鳥がキジである事は誰でも知っている
米国には国鳥であるハク トウワシの他lζ各州を代

表する州鳥があり、日本でも乙れにならって近年

府県を代表する烏が決められた。以下lζ近徽地方

の！日県の烏についてのべてみよう。面積では世界

ーといわれている百舌ね耳原中陵にちなんでモズ

が大阪府の鳥とされている。モズ科の烏は世界iζ

73種あるが、日本産のものは 5種だけである。そ

の内近畿地方で普通に見られるのは、モズ、アカ

モズ、チゴモズの3種であるが、最も数の多いの

はモズである。枯木のとずえlζJ上って fキ一、キ

一、キー』とけたたましく鳴く声は閏閣に秋をつ

げるさきぶれである。地上lと餌を見つけるとまっ

すぐに舞い降りて、鋭いくちばしでとらえる習性

がある。 バッタ類、小魚、カエJレ、 トカゲ等が主

な餌であるが時には小形 ｝ コマトリ
の.1.：~やネズ ミ をとらえる I I _I 

I •·· 』 d I i察
事もある。ζれらの餌を ' ＝’iアl‘”CI F. . .,, ~ 」 摂

l当分のなわばりの中の木 I--£ム斗
の枝やとげK突きさして ,.. -"ii¥'可百r
いわゆる『モズのはやに . O' LI 

え』を作るのは、冬の食

料不足にそなえて蓄える

ためであるといわれてい

る。
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京都府の北部、舞鶴湾の入口に冠島という小さ

な品がある。 ζζはオオミズナギドリの集団繁殖

地として有名であり、天然記念物になっている。

乙れiとちなみ京都府の応はオオ ミズナギドリ であ

る。ミズナギ ドリのやj1間は世界lζ35種あり、その

ほとんどが煙黒色の地味な烏であるがオオミズナ

ギドリは下面が白い。繁殖地は日本近海lζ集＂＇し

ていて、魚類を主食としている。魚群のいる海上

』ζ集まるので、漁師にとっては魚群の目印となる

ので、彼らは乙のJ誌を大切にしている。

兵庫県の烏はコウノ トリである。乙の烏は、普

は日本各地花沢山いたが明治維新後急激に減って

しまい、兵庫県の北部に少数残るだけになった。

しかも近年減少に拍車をかけ、今日では仰かに 6
羽が生存するだけになった。絶滅の一歩手前であ

る。良薬のために餌となる小魚、タニシ、カエル

ヘピ等が減った事、又、良薬で汚染された餌を食

べるすまが減少の原因であるといわれ、生き残った

烏の一部を捕えて大きな禽舎に入れ、特別の餌を

あたえて繁殖をはかったが乙れも失敗に終った。

急激な減少の故大の原因は烏の老齢Kなった’Ji:と

近親交配とのために生殖機能が失われたと考える

べきだと思う。神戸市立王子動物｜却では一昨年巾
国からの同亜穏のコウノ トリ6;_j;Jを輸入した。

現在健在の 4羽の内雄1羽を乙の在豊岡のコウノ
トリ禽舎に送り但馬産の雌と交配して繁嫡を計っ

ているが、増殖の成功を願ってやまない。

奈良県の.nはコマ ドリである。大台ケ版や大峰

山の深い森林1 1~で、 馬のいななく縦なはつらつと

した声をよく聞く事が出来るが、いつも深い繁み

の中をくぐり歩いているので姿に依する事はむず
かしい。コマドリは学名をエリタクス ・アカ ヒゲ

といい琉球列i；－：；産の近似種アカ ヒゲlζエリタクス跡、

．コマドリという学名がついている。1824年Kテ

ミンクが乙の2種を新種として発表した時lと、両 f、
者の名前をとりちがえたのである。と 乙ろが学名 一 I 

は－＿§＿つけられると、たとえ乙の械な問i!f;があっ

ても永久にかえる事が出来ないのである。

和歌山県は県の花がミカン、県の烏がメジ ロと

なっている。だんだん知1
~ 一面lζ作られているミカ

忌 ンの白い花に慌をもとめ
川 て集まるメジロの前．れ、

県の烏としてふさわしい

ものであるのメ ジロの仲

間は極矧が多く世界!C85
種いるが皆よく似ている

アジアの払~u底地が分布の
け1心である。ハワ イ諸島

Kはもともと住んでいなかったが 1世紀位前lζ移

民が故国をしのんで日本から輸入したものが今で

は沢山ふえている。又、ニュージーランドのもの
は談州から波ってふえたものである。

琵琶湖の事を 「鳩の海（におのうみ）』という。
鳩（にお）はカイツブ リの別名であり、琵琶湖に ｝ 

はカイツプリが沢山いたのでζの名がついた。 ノ

滋賀県の烏がカイツプリであるのはもっともな

事である。 『J:f.~（にお）の浮巣』として有名である
通り、カイツプリは水面上101<1'1-を集めて浮巣を

作る。親鳥はその上lと座って卵を抱くが外敵が近
ずくとあわててJ.'il回の水草で卵をおおった後、水
』ζ潜って逃れる。政された巣は7j('i'；！：のかたまりの

ように見え、とうてい烏の巣とは思われない。

三重県の県の花はハマユウであるがぬはまだ決

まっていない。黒i~I洗う熊野灘の沿岸に咲くまっ
白いハマユウはl有国情諸ゆたかなものがある。そ

の砂浜や岩礁に住むt1;!Cクロサギがある。南方系

の種類であり、サギ類としては珍らしくカラスの
ようにま っ黒い。分布の北限が本州1-jl部であるが

熊野灘海岸には多産する。将来三.ili:！呆の烏が決め
られる時の有力な候補となるのではなかろうか。
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動物園の案 内図

lアライ グ7 アナグ7 など

2ゴ リ ラ

3キジとインドクジャク

4テナガザルとクモザル

5チンノマンジー ・オランウータン

6オオサイチョウ ・ラッパドリ など

7ワニとニシキヘビ

8カ ノイ

9コト リ

10ダチョウ ・エミューなど（建設中）

11キツネ・ タヌキ ・ヤ7 アラシなど

12サギ・ カモなど

13セイケイ・ ノゼンなど

14コンドJレ・ノ、ヶ’ワシ

15ヤ ギ・ ウ マ

16トラ

17ラ イ オン

北

18シマウ 7

19オオカミ ・ハイエナ

20ピュー7 ・ヒョウ

21ノ、tク・ア リクイ

22サイ 23ペンギン24ラクダ

25カンガJレー

26カモシカのなかま

27シュノてシコウなど

287ラミンゴ（建設中）

29ツ Jレ

30イ ン コ

31サルのアパー ト

32ぺリカン

33ア シ カ

34キ リ ン

35ゾウ

36ニホ ンザノレ

37シカ

38ハクチョウ ・カモ

39ヒ グ 7

40シロク 7

41メンヨウ

⑨開園時間及休園

3月～10月午前9時～午後5時

11月～2月午前9時～午後4時30分

〈〉開園30分前で入湯券の発売を終ります

012月30・31日のほかは年中無休です

⑨入 園 料

種 人
【詰日才以上〕 (s才～12才〉

盆田立 ii'!l 6 0円 2 0円

似以上の団体 ｜ 5 4円 1 8円

4 8円 1 6円

100人以上の団体 4 2円 1 4円

〈〉中学生は小人料金扱い

0 5才未満ーは無料（但し保護者付添のとと）

⑨駐車場使用料

パス l台 1回 200円

乗用車 1台 1回 100円

(2時間までどとに）

⑨交 通機関

・地下鉄、動物園前

・国鉄天王奇駅

から歩いて10分

．市バス動物園前

．市電恵美須

町すぐ

南

園 i γ LJヘ~ H〆メ／欠アベ~ミぞいコ
回＼み＼＼守ノ仰に」一一＿＿_)J ~ 刊 33 ）λ人j 乙ノヒr1 園

w.じ

動物園での愛鳥週間中の行事予定

5月10日から 1週間は“愛鳥週間”です。全国一せ

いに野鳥愛護についていろいろな行事が行われる乙と

になっていますが、乙れは日項、私たちlと尽してくれ

ている乙とに対する感謝の気持と野鳥に対する認識を

深めるために定められたものです。

動物園でもとの期聞に次のような行事を行います。

①小鳥の好きな実のなる木の植樹

＠ 小鳥の巣箱のとりつけ

- 4-

＠都道府県民の烏の写真展

＠ 身近かな野鳥の展示会

⑤ 日本鶏の展示会

動物園協会よりのお知らせ

御入国の皆様に気ら くK見ていただくために、昨年

より手荷物預りとうば車の貸し出 しをしています。

せいぜい御利用下 さい。

手荷物預り 1コ 20円

うば草 1台 50円 （保証料200円）

また、御入国の記念におみやげに天王寺ー勤物園のえほ

ん（ 2種） 1冊100円、カラーえはがき（ 2種） 1部80円

を、どうぞお買い求め下さい。
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動物園日記

3 月

2リカオンのめすが入国し、おすと見合いをさせ繁殖

を言｜る ζ とにしています。

3大獄禽舎でハゲワシが産卵しましたが、同居中のコ

ンドルIC卵をつつかれてしまいました。

5カパのおすが入園後気が荒く 、夜のうちにガラス窓

を乙わしたり、天井を破ったりして係をなやまして

います。ミドリザノレIC2番目の赤ちゃんが生まれま

したが、惜しいととに死んでしまいました。

6 シマウ7が~堅い泊痛を起しましたが手当の結果よく
なりました。 トピカモシカの母親がエゾシカのた

めに突き殺されてしまいました。

7アシカがζ の1週間ほど食欲がありませんので心配

させましたが、やっと食欲も元気も回復してきまし

fこ。
8ヌクテ（チョウセンオオカミ）とワシミミズクがI簿

国から贈られてきました。ジェンツーペンギンは足

のうらの腫れものの治療をうけています。

9ヌクテなどの受渡し式が行われました。とのあと、

ヌクテlζはヂステンパーのワクチンを又、わしみみ

づくにはニューカッスルのワクチンを注射しました

10フタコプラクダが生まれました。めすの赤ちゃんで

す。 ゾウ舎は暖かくなったので、乙の白から前面

のシャッタ ーを閉めるのをやめました。

12みのおよりニホンザル6頭がまず入国しました。

カパが下痢をしましたので投薬しました。

キリンの仔の上層部に腫物ができたので投薬しまし

た。府立盲学校の生徒たちが、小山学、うさぎや最lj

製のチンパンジーを触って勉強しました。

13冬の間別室で養生していたヒヤシンス7 コーなど3

羽のインコをインコ舎に入れてやりました。

14シロク？jζ春先きの駆虫を行いました。

15みのお公園よりニホンザル6頭が第2陣として入国

しました。
ラクダの赤ちゃんは晴乳状態もよく元気に育ってい

ますので、運動場iζ初めて出してやりました。

16チンパンジーの寝室の10ミリの強化ガラスをチンパ

ンジーのキャンデーちゃんがーケリで割ってしまい

ましたので後に20ミリのアタリライト樹脂の透明板

をはめるととにしました。オランウータン（めす推

定1.5才～2才） が神戸税関より保管依頼され入国し

ました。 l長官気味なので治療を行う乙とにしました

17シュパシコウが第1卵をうみました。
19 リカオンやヌタテの寄生虫卵の検査を行いました。

20動物慰霊祭が行われました。あいにくの雨でしたが

1Jl/J物代表としてチンパンジーのよう子ちゃんが焼香

しました。ペンギンたちを新しい屋外プーJレIC初め

て放しました。
21メンヨウの 1頭が鼓張症になったので治療をしてや

り回復しました。
22みのお公闘よりニホンザル5頭が入図しま した。

カンムリクロザノレのメス 1頭が入国しました。

23兵庫県の山奥で捕えられたニホンシカが入国しまし

たが哀弱がひどく死にました。

26みのおよりニホンザル3頭入国し、ζれで予定の20

頭が全部そろった。

27サJレ烏のサル9頭の捕獲作業を行いサノレのアパー卜

IC収容した。スカンクのおすが食欲不振となったの

で加療してやりましたが28臼午後になって死にまし

fこ。

28ライオン5MIC駆虫薬をあたえました。

29みのおよりのニホンザルを入れるためにサル島の消

毒と補修を行っています。

4 月

1大きなζいのぼりが動物園IC来るよい子たちのため

IC寄贈され、ゴリラのゴロちゃんが代表で受けとり

さっそく上げられました。

2ヌクテなどのお返しとして幹国へニホンザル4頭、
キジ4羽を大阪空港から送りました。

4走鳥（ダチョウなど）放飼場の新設の工事がはじま

りました。

スプリングバッグの仔が胃炎で死にました。

5閣内のサクラがi満開で、お花見のお客さんもたくさ

ん入国しました。

6みのお自然公園からやって来たニホンザノレをサノレ烏

IC放したと乙ろ集団で逃げ出し、全部捕えるのに3
日もかかってしまいました。

7春休み最後の日曜と陽気にうかれて、戦後2番目の

入場者数で、思内は終日にぎわいました。

9工事のためトカラウ7 やキソウ？を別の場所iζ移し

てやりました。

11シ7 ウ7 が連日のお客のお菓子ぜめで下痢をしてい

ます。

12ピューマ ・ライオンが交尾しましたので今年も赤ち

ゃんが期待できます。

13ペリカンの切羽を行い、 i也から飛び出さないように

しました。ヤマド リの寄附がありました。

14ハクチョウが2羽南園の日本庭園の池でふ化しまし

た。大阪府下の山で捕えられたニホンシカの寄附が

ありました。

15キングペンギンが換羽をしています。

16オリックスが惜しいととK流産してしまいました。

エジプトがんが産卵しましたので電気ふ卵擦でふ化

する乙とにしました。

20冷房ペンギン舎の冷房機の試運転を開始しました。

気温が急に上るとキングペンギンなどをいつでも入

れられるようにしました。

表紙 の写真説明

ヌクテ（チョウセンオオカミ）

との春jCソウル動物園よりやってきました。 3～4才の

めすです。といっても人になれていて、行くと顔をすり

よせてくるほどです。

4⑮’ 
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大ヌクテとワシミミズク入国

かねてより世界の動物園との

動物交換を咋びかけていました
が、 ζ んど、隣国のソウノレ動物

園との話がまとま り3月8日｛ζ

ヌクテ（チョウセンオオカミ）

とワシミミズクが空路送られて

きました。寄贈式も 9日IC行わ
れてそれぞれオオカミ舎と猛禽

舎におさまり元気に入園者に姿
をみせています。

女ラクダの赤ちゃん誕生

ヌクテは、朝鮮で

も絶滋しつつある

ようで賞京な動物

です。
又、ワシミミ ズク

は朝鮮から大陸に

かけてすんでいる

大型のふくろうの

なかまです。

3n10日フ

タコアラクタ

IC~かちゃんが
／｜二まれました

母親はl作年8

JJ IC入国した

ので、すでに

お／！UK赤ちゃ

んをもってい
たのです。

出産の 1カ月前から乳房が大きくなり、胎児の動く様子

がありましたので寝室IC入れて準備をしておりました。

安産で母親もお乳をたっぷり与えてよく面倒をみました

ので、すくすく成長しています。 コプも最初は写真のよ

うにペシャンとしていますがこのどろではちゃんと山の

ように立っています。

会ペンギンのプール完成

動物園ニュース
ペンギンたちの屋外プールが3月20日完成し、初泳ぎし

ました。以前の巨大なプールと迷って今度のはほんとIC

小さいものですが大変すみやすく 見やすく作つでありま
す。でも 4月も下旬になると、フンボノレトペンギンを残

して後は冷房室の方に入り暑い日本の夏をすごします。

会オランウータンの赤ち ゃん

国際保護動物であるオ
ランウータンは厳重な保

護がrn1－ばれているKもか

かわらず、船員が何も知
らずlζ原住民から安い ト

ランジスタラジオなどと

交換してペッ トとして日

本に連れ帰る例が多くあ

ります。今度もそのよう

にして税関の白をのがれ

て売ったと ζ ろを検挙さ

~1,てオランウータンは、

京阪神の公立動物園に引

きとられました。乙のオランウータンはまだl才半か2才
くらいのめすで、入園時はカゼ気味だったのですが、今は

すっかり元気になりました。写真のようにミ ルクを飲ま

してもらったり、もう何でも食べるようになりました。

大ハクチョウの赤ちゃん

4月15日lζ南国の日本庭園の池でコプハクチ ョウのひ

なが2羽ふ化しました。 ζ のと乙ろ数が少なくてさびし

くなっていた池iζも生気がもどってきたようです。初泳

ぎする コプノ、クチョウの親子も容の日をあびて訴さしそう

です。
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